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(57)【要約】
【課題】  量測位置にかけて貼り付け、長時間体温を検
知測量することができ、ワヤレスでメッセージを発送し
て、アラームで知らせる体温の監視測定装置を提供す
る。
【解決手段】  測量装置１および受信器からなり、内部
に感知センサーおよび表示パネルが接続されている検知
測量基板と発射基板が設けらる。感知センサー１５は人
体皮膚に接触し体温を測るために殻体の下方から露出し
て設けられている。発射基板によりメッセージが発送さ
れる。測量装置の下方殻体両側辺には係止孔１２２が設
けられ、測量装置を所定位置にかけて貼り付けるための
係止ユニット３が設けられている。受信器に内部には、
測量装置からのメッセージを受けて報知するための音声
出力用ブザーを有する受信基板が配置され、体温が警戒
値を超過した場合に、前記測量装置はワイヤレスでメッ
セージを発送し、前記受信器はメッセージを受けて、ア
ラームにより報知することを特徴とする体温の監視測定
装置。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  測量装置および受信器を含むワイヤレス
の体温の監視測定装置において、
前記測量装置の内部には、感知センサーおよび表示パネ
ルが接続されている検知測量基板と発射基板が設けら
れ、前記感知センサーは人体皮膚に接触し体温を測るた
めに殻体の下方から露出して設けられ、前記発射基板に
よりメッセージが発送され、
前記測量装置の下方殻体両側辺には係止孔が設けられ、
前記測量装置を人体の所定位置にかけて貼り付けるため
の係止ユニットをかけて位置が固定され、
前記受信器の内部には、前記測量装置から発送されたメ
ッセージを受けて通知するための音声出力用ブザーを有
する受信基板が配置され、
体温が警戒値を超過した場合に、前記測量装置はワイヤ
レスでメッセージを発送し、前記受信器はメッセージを
受けて、アラームにより通知することを特徴とする体温
の監視測定装置。
【請求項２】  前記係止ユニットは測量部位の大きさに
応じて、位置決め距離を調整可能な伸縮バンドまたは調
整帯により構成されていることを特徴とする請求項１記
載のワイヤレス体温の監視測定装置。
【図面の簡単な説明】
【図１】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
測量装置を示す外観図である。
【図２】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
測量装置の測量検知基板を示す説明図である。
【図３】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
測量装置の発射基板を示す説明図である。
【図４】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
受信器を示す立体外観図である。
【図５】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
受信器の受信基板を示す説明図である。
【図６】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
第２種係止ユニットを示す立体外観図である。
【図７】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
第３種係止ユニットを示す立体外観図である。
【図８】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
第４種係止ユニットを示す立体外観図である。
【図９】本考案の一実施例による体温の監視測定装置の
第５種係止ユニットを示す立体外観図である。
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【図１０】本考案の一実施例による測量装置の実施状態
（一）を示す説明図である。
【図１１】本考案の一実施例による測量装置の実施状態
（二）を示す説明図である。
【図１２】本考案の一実施例による測量装置の実施状態
（三）を示す説明図である。
【図１３】本考案の一実施例による測量装置の実施状態
（四）を示す説明図である。
【符号の説明】
１    測量装置
２    受信器
３    係止ユニット
１１    主機上側カバー
１２    主機下側カバー
１３    検測基板
１４    発射基板
１５    感知センサー
１６    表示パネル
１７    電池
１８    アンテナ
２１    サブ装置の上側カバー
２２    サブ装置の下側カバー
２３    受信基板
２４    アンテナ
２５    ブザー
２６    電池
３１    バンド
３２    係止孔帯
３３    ボタン帯
３４    弾性ボタン接続帯
３５    毛氈粘着帯
１１１    スイッチキー
１１２    セットキー
１１３    モードキー
１２１    電池飾りカバー
１２２    係止孔
２１１    スイッチキー
２１２    黄いパイロットランプ
２１３    赤いパイロットランプ
２２１    電池飾りカバー
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【考案の詳細な説明】

      【０００１】

    【考案の属する技術分野】

  本考案はワイヤレスの体温の監視測定装置に関する。

      【０００２】

    【従来の技術】

  従来の人体体温検知測量装置は、体温計、電子体温計または耳の温度ガンなど

補助の器材を利用して検知測量する。

      【０００３】

    【考案が解決しようとする課題】

  しかしながら従来使用の補助器材はいつも人間に依頼して、随時随所に注意お

よび注視しなければならない。また補助の器材の検知測量方式はランダンムのサ

ンプルで、長時間位置を決めて監視測量することができない。夜間、患者のそば

に、看護者がいないときに、体温に異常が起きても、知らせることができない。

このため腹部にかけて、アラーム機能を持つ監視測量器材を研究開発したが、実

用すると、横臥して体をひっくり返しまたは移動しているうちに、ユーザーに不

快感を与える。従来の監視測量方式は血液の流れを制御する人体の心臓からとお

く離れるため、測量の精密正確程度には、大きな誤差がでて、理想的だと言えな

い。

      【０００４】

  したがって、本考案の主な目的は、随時随所で、世話される人間の体温調子が

分かり、看護者がいらないワイヤレス体温監視測定装置を提供することにある。

  本考案のもう一つの目的は精密かつ正確に体温を測量し、着脱快適、安定かつ

堅固な位置に決めることのできるワイヤレス体温監視測定装置を提供することに

ある。

      【０００５】

    【課題を解決するための手段】

    上述の課題を解決するために本考案の請求項に記載の体温の監視測定装置は

、測量装置およびワイヤレスの受信器から構成されている。
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  測量装置の内部には、感知センサーおよび表示パネルが接続されている検知測

量基板と発射基板が設けられている。感知センサーは人体皮膚に接触すると体温

を測るように殻体の下方から露出して設けられている。発射基板によりメッセー

ジが発送される。

      【０００６】

  測量装置の下方殻体両側辺には係止孔が設けられ、測量装置を人体の所定位置

にかけて貼り付けるための係止ユニットをかけて位置が固定される。

  受信器に内部には、測量装置から発送されたメッセージを受けて報知するため

の音声出力用ブザーを有する受信基板が配置されている。

  体温が警戒値を超過した場合に、測量装置はワイヤレスでメッセージを発送す

る。受信器はメッセージを受けて、アラームにより報知する。

  係止ユニットは測量部位の大きさに応じて、位置決め距離を調整可能な係止孔

帯、ボタン帯、弾性ボタン接続帯、あるいは毛氈粘着帯などの伸縮バンドまたは

調整帯により構成されている。このため、測定装置は必要とする位置に固定可能

である。

      【０００７】

    【考案の実施の形態】

  以下、本考案の実施例を図面に基づいて説明する。

  まずは、図１、図２、図３、図４および図５に示すように、本考案の実施例に

よる体温の監視測定装置は、測量装置１および受信器２からなる。測量装置１の

殻体は上側カバー１１、下側カバー１２を相互に接合して形成されている。その

内部には、検測測量基板１３および発射基板１４が備えられている。検知測量基

板１３は殻体の上方に配置され、感知センサー１５および表示パネル１６が接続

されている。感知センサー１５は下側カバー１２の下から露出され、人体皮膚に

接触すると、体温を測る。表示パネル１６は上側カバー１１の上方から露出され

、測定データを表示する。発射基板１４は殻体の下方に配置され、電源を供給す

る電池１７が備えられる他、メッセージを発送するアンテナ１８が接続されてい

る。上側カバー１１には、電源を開閉させるスイッチキー１１１、音声および温

度値を調整する設定キー１１２がツーセット、測量モードを選択するモードキー
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１１３が設置されている。それに対して、主機下側カバー１２には、電池１７を

遮断して、または電池１７を引いて取り換える電池の飾りカバー１２１が設けら

れている。

      【０００８】

  下側カバー１２両側辺には、係止孔１２２が設けられ、係止ユニット３をかけ

る。ユーザは係止ユニット３をかけて位置決めることにより、測量装置１を安定

かつ堅固に貼り付け、体温を検知測量する。

      【０００９】

  受信器２の殻体はサブ装置の上側カバー２１、サブ装置の下側カバー２２で、

相互に接合して、形成されている。内部には受信基板２３が配置されている。受

信基板２３には、メッセージを受信するアンテナ２４、音声が出力されるブザー

２５、電源を供給する電池２６が備えられている。サブ装置の上側カバー２１に

は、電源を開閉させるスイッチキー２１１、受信状態表示のためにつけられた黄

いパイロットランプ２１２、電池消耗を表示する赤いパイロットランプ２１３が

設置される。サブ装置の下側カバー２２に、電池２６を遮断して、または電池２

６を引いて取り換える電池の飾りカバー２２１が設けられている。

      【００１０】

    【考案の効果】

  上述の構造で、本考案の測量装置１を動作する場合、まずスイッチキー１１１

を押し、電源を導通させ、測量の作業を行う。その次、モードキー１１３を利用

して、適当的な測量上、下を選択する。設定キー１１２を調整し、温度の測量上

、下制限警戒値を設定すると、表示パネル１６に設定の警戒値をあらわす。それ

から、係止ユニット３で、測量装置１を最適な測量位置にかけることにより、感

知センサー１５を人体皮膚に貼り付けて、体温を検知測量する。同時に、受信器

２のスイッチキー２１１を押し、電源を導通させ、受信監視測量の作業を行う。

測量装置１は発射基板１４におけるアンテナ１８で、メッセージを発送させ、受

信器２のアンテナ２４で、メッセージを受ける。それで、監視者は随時随所で、

現在の体温状態が分かる。長時間体温を監視測量する効果を達成する。体温が警

戒値を超過する場合に、受信器２のブザー２５がアラームを知らせる。したがっ
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て随時随所で現在の体温状態が把握可能で、看護がなくても、体温の監視測定機

能が発揮される。

      【００１１】

  図１および図６から図９に示すように、上述の係止ユニットは両端を測量装置

１の係止孔１２２に、伸縮できるバンド３１、または調整帯が使用されている。

調整帯の例をあげると、係止孔帯３２、ボタン帯３３、弾性ボタン接続帯３４、

または一端を測量装置１の係止孔１２２に位置決め、もう一端を測量部位に応じ

て、位置決め距離を調整するという毛氈粘着帯３５などがある。測量装置１が測

量部位に応じて、位置決め距離を調整するという係止ユニットを経由して、ユー

ザにとって、図９から図１３に示すように、着脱快適、安定かつ堅固に位置が決

められ特性が十分だと言える。

  以上の内容をまとめると、本考案のワイヤレス体温の監視測定装置は確かに予

想の目的および実用価値がある。しかも、産業の競争力を向上させ、実用の設計

だと分かる。
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